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緊急特別号

市の姿勢かたくな 取り壊しの方針変えず！
～市議会本会議で原田、中西、杉本の３議員が質問～

ＮＴＴ跡地利用が焦点となっている鈴鹿市議会は６月１１日、本会議で一般質問をし、原田勝二、中

西大輔、杉本信之の３氏が跡地利用問題を取り上げました。しかし、市当局は私たちの声に全く耳を傾け

ず、写真と映像で格納庫を保存するとし、取り壊しの当初方針を変えぬ答弁に終始しました。

■格納庫内で玉音放送聞く

原田氏は大黒屋光太夫顕彰会の事務局長を長年つとめた山口俊彦氏から来た手紙を紹介。「旧制中学時

代、（鈴鹿海軍航空基地の隣にあった）三菱重工業で働いていた。８月１５日の玉音放送はこの格納庫内

で聞いた。全国に例のないこの格納庫を何とか保存してほしい」。この手紙を見て心を打たれ、質問に立

ったという。

取り壊す代わりに写真や影像で記録保存するという市側の答弁に対し、「費用対効果を考えたら保存で

きないという幹部がいたが、残す場合にかかる費用、活用で得られるもの、などなど真剣に試算したの

か」と追及した。また、「元々、市民の土地を国が接収したところ。ＮＴＴの社長と交渉すれば、値段を

半分にしましょう、とおっしゃるかも知れない。そういう努力をしたのか」と述べた。

「１月に市、ＮＴＴ、ＵＲの３者で話し合って取り壊しを決めた｣という方針を堅持する市に対し、｢私

は５月の話をしている。活用者があれば残すことも可能というＮＴＴの話もあるなど状況が変わってき

ているのに｣と批判した。

■格納庫もリファイン利用

中西氏は土地利用転換計画の事業主体は「鈴鹿市である｣との言質を取ったあと、平成１６年に策定さ

れた転換計画では、新産業展開ゾーンの中で｢ゾーン内のセミナホーム、倉庫(格納庫のこと)、研修生寮

を、リファイン利用する｣としており、取り

壊しを前提にしていないと指摘した。さら

に｢隣接する旭が丘小学校の運動場は児童１

人当たりの面積は市内で一番狭い。改善す

べきではないか｣とＮＴＴからの用地買収の

可能性をさぐる質問したのに対し、川岸市

長は｢運動場確保の考えは持ち合わせていな

い｣と答弁した。

■立ち止まって考えて

杉本氏は｢転換計画の中の健康・福祉ゾー

ンは来ると確約できるのか｣と問い、市側は

｢商品がないので、商談ができないという状

況。まずは区画整理しておいてということ

だ｣。また、市街地整備部分の縮小も可能と

いう答弁を引き出した。最後に｢こういう平

和がいいよね、と語れる市になってほしい。

格納庫のことも立ち止まって考えていただ

ければと思う｣と結んだ。 ２０１０年６月１２日 中日新聞
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建築家に調査を依頼、快諾 格納庫の耐震診断など

「鈴鹿市の戦争遺跡を保存・平和利用する市民の会」は構造設計の第一人者といわれている建築家、増

田一眞(ますだ・かずま)さんにＮＴＴ研修センター跡地にある旧海軍の格納庫を、建築学の観点から調

査してほしい、と依頼しました。増田氏は快く引き受けてくださり、ＮＴＴに調査への協力をお願いし

ているところです。

増田さんは全国の数々の建物の構造設計を手がけ、三重県内では明和町の斎宮・体験館の構造設計を

しています。今年設立された全国組織「伝統を未来につなげる会」の代表もしています。

調査してもらうのは、①建築学的に見たこの建物の特色、価値②耐震診断③耐震補強など。５月２５

日、ＮＴＴ本社を訪ねた際、「建築学者が見つかれば内部を見せてほしい」と要望しました。そのときの

回答は「原則は非公開。依頼があった時点で検討する」というものでした。いっしょに立ち会ってもら

い、調査報告を共有したいとお願いしています。

増田一眞さん略歴

１９３４年 広島県生まれ

１９５８年 東京工業大学建築学科卒、松村組入社

１９６１年 東京大学生産技術研究所研究生

１９６４年 東京・東麻布に増田建築構造事務所を設立

２００５年 第１５回松井源吾賞受賞(勝山館ガイダンス施設)

第１回ものづくり日本大賞(内閣総理大臣賞)受賞

ＮＰＯ法人伝統木構造の会設立、会長に

２０１０年 伝統を未来につなげる会設立、代表に

第５格納庫 第３格納庫内部

今後の審議日程は次の通りです。ぜひ傍聴していただければと思います。

６月１６日(水)午前１０時から、本会議 議案質疑 鈴鹿市の戦争遺跡を保存・平和利用する市民の会

１７日(木)午前１０時から 建設水道委員会 代 表 加藤二三子、竹内宏行

議案審査 〒 510-0254 鈴鹿市寺家１－２－４７

２４日(木)午前１０時から 本会議 討論、採決 電 話 ０５９－３８８－６５０８

メール ta818hi@mecha.ne.jp

ＨＰ http://www006.upp.so-net.ne.jp/asao/peacesuzuka.htm


